
関
係
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

徘
徊
高
齢
者
の
事
故
防
止

　

判
断
力
の
低
下
し
た
認
知
症
高
齢
者
に
よ
る
徘
徊

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
認
知
症
高
齢
者
が

巻
き
込
ま
れ
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

徘
徊
高
齢
者
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
警
察
署
、

民
生
委
員
、
区
長
会
な
ど
と
連
携
し
「
大
野
市
徘
徊

高
齢
者
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割

　

認
知
症
高
齢
者
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
場
合
、
事
故
な
ど
生
死
に

か
か
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
期

発
見
が
重
要
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
は
関
係
機
関
で
情
報
を
共
有

し
、
目
撃
情
報
の
収
集
を
行
い
ま

す
。
収
集
し
た
目
撃
情
報
は
、
捜

索
を
行
っ
て
い
る
警
察
や
防
犯
隊

に
提
供
し
、
行
方
不
明
者
の
早
期

発
見
と
保
護
を
図
り
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
と
し
て
、
普
段
か
ら
地
域
で
見

守
る
意
識
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で

す
。事

前
に
登
録
を

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
た

め
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

事
前
登
録
が
な
い
方
で
も
支
援
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
支

援
依
頼
書
の
提
出
な
ど
に
時
間
を

要
し
ま
す
。
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
と
き
に
備
え
、
事
前
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
は
最
近
撮
影
し
た
写
真
と

印
鑑
を
社
会
福
祉
課
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
身
長
や
体
重
、
眼

鏡
を
か
け
て
い
る
か
な
ど
、
外
見

上
の
特
徴
を
登
録
票
に
記
入
し
て

も
ら
い
ま
す
。
（
登
録
票
は
公
民

館
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
。
）

　

な
お
登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
目

的
以
外
で
使
用
を
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
取
り
扱
い
に
十
分
配
慮

し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
T
E
L
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
5
）

行方が分からなくなったら 1大野警察署に捜索願い（TEL65・0110）

2社会福祉課に支援依頼（TEL66・1111内線475）

3社会福祉課が関係機関へ行方不明者の情報提供や

関係機関からの目撃情報を取りまとめ

（徘徊高齢者）家族

社会福祉課 関係機関行方不明者情報、目撃情報の共有

大野警察署

防犯隊
捜索

大野市 在宅介護支援センター 老人クラブ連合会

奥越健康福祉センター 奥越ケアマネ連絡会 大野郵便局

大野市社会福祉協議会 大野市区長連合会

介護サービス提供事業者 民生委員

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
決
ま
る

　

今
年
度
の
市
民
リ
ポ

ー
タ
ー
に
五
人
の
方
が

決
ま
り
ま
し
た
。
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
な
ら
で
は

の
視
線
や
感
性
を
生
か

し
た
記
事
を
「
て
く
て

く
リ
ポ
ー
ト
」
の
中
で

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

※市民リポーターのコメントは

「取り上げたいテーマ」

　

以前体験し

た牧場での作

業を通じ、大

野の自然の良

さを伝えてき

たいです。

酒井歩美さん

（21歳・矢）

　

6月30日に

全線復旧とな

った越美北線

を取り上げて

みたいです。

島崎みゆきさん

（20歳・木本）

　

大野でカヌ

ー競技に打ち

込んでいる高

校生を取材し

てみたいです。

竹内徳代さん

（30歳・国時町）

　

遺跡の発掘

調査を実際に

体験して、遺

跡の紹介をし

てみたいです。

宮原健太郎さん

（65歳・下据）

　

大野でもま

だ行ったこと

のない場所が

多いので取材

してみたいで

す。

西村祥一さん

（26歳・清瀧）



2543人が快走

「越前大野名水マラソン」

　

当市最大のスポーツイベント「越前大野名水マラ

ソン」が5月27日に開催されました。シドニーオリ

ンピック1万ｍに出場した高橋千恵美さんをゲスト

に迎え、全国から2543人のランナーが快走しました。

北と南から笑顔の2人

　

北海道出身の鈴木利明さん（写真右）と福

岡県出身の藤目浩さん（同左）。鈴木さんは

「インターネットでレースを知って初めて

参加しました。日本の原風景の中を走って

いるようでした」。藤目さんは「走りやすい

公認コースなので毎年参加し、今年で12回

目です」と語ってくれました。

沿道を彩る花の横を走り抜けるランナー

笑顔で走る

ゲストランナー（中央）

教育のページ

児童497人が体感

一流陸上選手が大野に

　

日本陸上競技連盟が主催する「キッズア

スリートプロジェクト」が5月22日、有終

南小学校で開催されました。これは、日本

を代表する陸上選手がスポーツの楽しさを

伝えるため全国で行っているものです。

　

スポーツの基本である「走る、跳ぶ、投げる」

楽しさを伝えるキャラバン隊として当市を訪れ

た3選手。左から円盤投げの小林志郎選手、三

段跳びの杉林孝法選手、100ｍハードルの熊谷

史子選手。（写真は教室に戻る子どもたち一人

一人とハイタッチ）

福井県出身の熊谷選手と直接対決した6年生の児童は口々に

「楽しかった」「一瞬で抜かれた」「勝てると思ったけど…」。熊

谷選手は「この機会にハードルをもっと楽しんでもらえれば」。

「できるだけ地面に

ついている時間を短

くしましょう」と声

を掛けながら指導す

る杉林選手

子どもたちと一緒に給食
を食べる小林選手。「給

食は学校卒業以来です」

と話しながら、子どもた
ちが用意した山盛りのご

飯を勢いよくほお張って

いました。



市
民
の
ペ
ー
ジ

あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
方
は
、

情
報
広
報
課
ま
で
T
E
L
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1

ぐるーぷ登場
穴馬民踊保存会

足
拍
子
で
気
持
ち
わ
く
わ
く

見物客も踊りの輪に参加（5月20日九頭竜新緑まつり）

　

昭
和
四
十
年
代
の
九
頭
竜
ダ
ム

の
開
発
が
き
っ
か
け
で
、
多
く
の

人
が
穴
馬
地
区
を
離
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
か
ら
離

れ
る
こ
と
で
約
四
百
年
の
伝
統
が

あ
る
踊
り
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と

を
不
安
に
思
っ
た
有
志
が
、
後
世

に
残
し
て
い
こ
う
と
昭
和
四
十
七

年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
「
穴
馬
民

踊
保
存
会
」
で
す
。
現
在
、
三
十

代
か
ら
七
十
代
ま
で
の
四
十
人
が

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

穴
馬
踊
り
は
太
鼓
や
笛
な
ど
の

道
具
を
使
わ
ず
に
手
拍
子
と
足
拍

子
、
歌
だ
け
で
演
奏
さ
れ
る
の
が

特
徴
で
、
「
質
調
衣
ち
ょ
い
」
と

「
や
ん
こ
ら
せ
」
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。
質
調
衣
ち
ょ
い
は
生
活

に
困
窮
し
て
よ
ろ
い
、
か
ぶ
と
を

質
に
入
れ
て
い
た
野
武
士
が
、
戦

い
が
近
づ
い
て
き
た
た
め
に
、
質

調
衣
（
よ
ろ
い
、
か
ぶ
と
）
を
整

え
る
こ
と
に
な
り
「
シ
ッ
チ
ョ
イ

シ
ッ
チ
ョ
イ
」
と
喜
び
踊
っ
た
こ

と
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
踊
り
で

す
。
や
ん
こ
ら
せ
は
、
険
し
い
山
道
を

上
り
下
り
し
て
交
易
を
し
て

い
た
庶
民
が
、
一
足
ご
と
に
「
ヤ

ン
コ
ラ
セ
」
と
言
っ
た
こ
と
が
も

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

代
表
の
東
治
義
さ
ん
は
「
昔
は

九
月
十
日
の
下
山
区
に
始
ま
り
十

月
十
二
日
の
長
野
区
ま
で
毎
日
ど

こ
か
で
踊
り
が
あ
っ
た
の
で
、
自

転
車
や
徒
歩
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。

交
流
の
場
で
も
あ
っ
た
の
で
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
思
い
出

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

八
月
十
四
日
に
和
泉
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
ふ
る

さ
と
夏
祭
り
」
で
は
、
中
心
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
る
ほ
か
、
地
元

の
小
中
学
生
に
踊
り
の
継
承
を
行

っ
た
り
、
大
野
市
総
合
文
化
祭
に

参
加
し
た
り
す
る
な
ど
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
頭
竜
新

緑
ま
つ
り
に
も
参
加
し
、
今
年
も

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
を
飾

り
ま
し
た
。
「
当
日
は
天
気
も
よ

く
、
気
持
ち
よ
く
踊
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
上
だ
け
で
な
く
、
ス
テ

ー
ジ
の
前
で
も
踊
り
、
踊
り
を
知
ら
な
い

見
物
客
も
踊
り
の
輪
の
中

に
入
っ
て
く
れ
て
盛
り
上
が
っ
た

の
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
参

加
し
た
森
尾
喜
久
代
さ
ん
。
西
照

美
さ
ん
は
「
何
も
か
も
忘
れ
て
踊

れ
る
の
が
魅
力
で
踊
り
の
足
拍
子

が
聞
こ
え
て
く
る
と
わ
く
わ
く
し

た
気
持
ち
に
な
る
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
今
後
も
歌
い
手
で

あ
る
音
頭
と
り
を
確
保
し
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。



こんにちは

理
容
・
美
容
は
さ
み
製
造
第
一
人
者

使
う
人
の
要
望
に
応
え
て

内山昭克さん（67歳・中挾）

　

内山さんは40年以上にわたって理容・美容

はさみ製造に従事し、日本で唯一0．3ミリまで

刃先を細く作ることができるなど、優れた技

術の持ち主です。

　

－この仕事を始めたきっかけは

　

理容器具を卸す兄の店に勤めていた時に、

当時日本一と言われていた大阪の修理専門店

に依頼したはさみが、素晴らしいものになっ

て戻ってきたのを見てとても感動しました。

自分もこんな仕事がしたいと思いました。

－これまでに苦労した点などは

職人のもとで、一つ一つの作業を見て覚え

ました。家に帰って実際に作業してみるとう

まくいかないし、やり方がよく分からない。

来る日も来る日も繰り返し勉強しましたね。

20年前に息子が跡を継ぐことになりそれから

は会社を設立し自社ブランドのはさみを作っ

ています。

　

－はさみはどれくらい使えますか

　

材質にもよりますが、2000人ほど髪を切る

と切れ味が悪くなってきます。研ぎや修理を

することでまた切れ味が戻るので一丁のはさ

みを一生使うこともできます。

　

－気を付けていることは

　

髪質が地域によって違うので、実際に全国

各地へ行き、自分の目と耳で情報を集め、地

域ごとに刃付けを行っています。使う人の手

になじむよう細かく打ち合わせをして、作り

手は心を込めて、使う人は誇りを持って仕事

ができるように仕上げています。はさみを

作って終わりでなく、その後の修理などが大

事で40年近くお付き合いさせていただいて

いる方もいます。使い勝手のいいはさみにす

るため、使う人の要望に応えていくことが重

要だと思っています。

読書のススメ

『あこがれの

家電時代』

清水慶一著

河出書房新社刊

　

この本では明治から昭和までの家電の移り

変わりを豊富な写真で紹介しています。

　

初めて買ったころのテレビや洗濯機、買い

換えたものなど、懐かしく思い出し、今では

身の回りに電化製品がたくさんあることに驚

きます。また、同時に生活様式の大きな変化

を確認することができます。

　

図書館では大野ライオネスクラブから寄付

された本のコーナーを設置しています。この

本は今年いただいたうちの1冊です。

み
ん
な
の
図
書
館

新
着
図
書

【
一
般
小
説
】

天
使
の
軍
隊
（
佐
々
木
敏
）
百
年

恋
人
（
新
藤
冬
樹
）
聖
餐
城
（
皆

川
博
子
）
エ
ン
デ
の
島
（
高
任
和

夫
）
神
田
川
デ
イ
ズ
（
豊
島
ミ
ホ
）

メ
タ
ボ
ラ
（
桐
野
夏
生
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

日
本
一
短
い
父
へ
の
手
紙
、
父
か

ら
の
手
紙
（
丸
岡
町
）
い
の
ち
の

レ
ッ
ス
ン
（
新
藤
兼
人
）
そ
の
ま

ん
ま
日
記
（
東
国
原
英
夫
）
モ
グ

ラ
女
の
逆
襲
（
残
間
里
江
子
）

【
児
童
図
書
】

あ
か
り
の
木
の
魔
法
（
岡
田
淳
）

一
年
中
わ
く
わ
く
し
て
た
（
ロ
ア

ル
ド
・
ダ
ー
ル
）
わ
に
の
ニ
ニ
く

ん
の
ゆ
め
（
角
野
栄
子
）
子
ど
も
に

語
る
ロ
シ
ア
の
昔
話
（
伊
東
一
郎
）

【
絵
本
】

お
じ
さ
ん
の
ブ
ッ
シ
ュ
タ
ク
シ
ー

（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
エ
バ
ン
ャ
）

ぞ
く
ぞ
く
ぞ
ぞ
ぞ
（
九
州
国
立
博

物
館
）
く
だ
も
の
な
ん
だ
（
き
う

ち
か
つ
）
が
た
ご
と
ば
ん
た
ん

（
パ
ッ
ト
・
ハ
ッ
チ
ン
ス
）
ふ
し

ぎ
の
タ
ネ
（
ア
ニ
タ
・
ロ
ー
ベ
ル
）



“五番”で物産・味覚市

　

5月26日から27日にかけて、五番通りで「奥越

前の物産と全国味覚市」が開かれました。そば茶

屋やみたらし団子など26店舗が軒を連ね、お目当

ての物産を買い求める観光客でにぎわいました。

市民学校スタート

　

今年度の市民学校が6月2日に開校しまし

た。開校式では「南（ぱい）ぬ風人（かじぴ

とう）まーちゃんバンド」が歌を通して、命、

自然、平和の大切さを訴えました。12月まで

の毎月、全15回にわたってコンサートや講演

会などを開催していきます。

人権啓発講演会を兼ねて開校した市民学校

食育モデル園に上庄保育園認定

　

幼児期からの食育を積極的に進めるため、

市では上庄保育園を「平成19年度越前おお

の食育推進モデル保育園」として認定しまし

た。今後、園では食育活動に積極的に取り組

んでいきます。

市長から認定書を受け取る水元清江園長

（6月1日市長室）

「西部アクセス道路」ルート案探る

　

国道158号犬山交差点と六間通りを結ぶ西部アクセ

ス道路（仮称）。これまでの経緯を踏まえた上でルート

案を決定する検討会の初会合が5月30日、有終会館で

開かれました。今後数回にわたり会議を開催し、秋ご

ろには結果を市長に報告することとなっています。
会長に就任し、あいさつする山田晃氏

話題のひろば



話題のひろば

緑テーマに

新緑ステージ前広場で披露された踊りに飛び入り参加する子ども 九頭竜川の“源流”に見入る

森林探索で日本百名山「荒島岳」

（標高1523ｍ）を眺める

丸太を加工して自分たちだけのいすを作る家族

緑の少年団による募金活動

植樹会場で苗植えする和泉中学校生徒

新緑まつりと県緑化大会

九頭竜国民休養地を会場に、5月19日から20日

にかけて「新緑まつり」を開催しました。大勢の

観光客が訪れ、ステージイベントやいす作りなど

を楽しんだり、旬の食材を買い求めたりしていま

した。また20日には同会場をメーン会場に「福井

県緑化大会」も同時開催。九頭竜川の源流を巡る

ツアーや参加者による植樹、緑の少年団による募

金活動などを行いました。
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給
食
か
ら
も
う
一
品

　

子
供
た
ち
の
健
康
を
支
え
て
い
る
給
食
献
立
か
ら

「
大
豆
入
り
ツ
ナ
ご
飯
」
を
紹
介
し
ま
す
。

大豆入りツナご飯

材料（一人分）

※分量は給食の献立に基づき表示

・米70ｇ

・シーチキン30ｇ
・大豆6ｇ

・ニンジン10ｇ

・ショウガ1ｇ

・ごま0．8ｇ

達人のワンポイントアドバイス

給食では前日に水に浸して

もどしてから使用する大豆です

が、家庭では缶詰などを使うこ

とで手間なく作れると思います。

子供たちに人気の混ぜ

ご飯に入っているので、

抵抗なく食べられます。

（学校調理師

西行美幸さん）

作ってみよう

【まず】

大豆は前日からもどしておく。ショウガ

はみじん切り、ニンジンは細めの短冊に

切っておく。

1シーチキンとショウガ1ｇを、油を入れ

ずにいためる

2大豆とニンジンは、しょうゆ2．5ｇ、砂糖

1．5ｇでやわらかくなるまで煮る

31と2にごま0．8ｇをからめて、ご飯と混

ぜる

編
集
後
記

　

大
野
警
察

署
管
内
で
昨

年
死
亡
事
故

が
九
件
も
発

生
。
ま
た
県

内
九
市
の
中

で
、
免
許
を

持
つ
人
一
万
人

当
た
り
の
飲
酒
運
転
の
割
合
が
最

も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
内
で
初

め
て
開
催
さ
れ
た
交
通
安
全
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
用

意
さ
れ
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
時
速
五

キ
ロ
で
の
衝
突
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
五
キ
ロ
で
も
衝
撃
す
ご
い
な
。
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
は
ち
ゃ
ん
と
し
と
か
ん
と
」

と
話
す
親
子
の
会
話
も
。
（
山
口
）

市民のうごき
平成19年6月1日現在

世帯数 12，301世帯（9世帯）

人口 39，028人（4人）

〈男〉 18，629人（3人）

〈女〉 20，399人（1人）

◆5月中の内訳

転入84人出生33人

転出81人死亡32人

風見鶏

　

七
月
の
暦
を
見
て
「
山

の
日
の
休
み
は
い
つ
」
と

質
問
さ
れ
た
。
海
の
対
義

語
は
山
、
国
民
の
祝
日
に

山
の
日
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。

み
ど
り
の
日
が
あ
る
が
制
定
の
由
来
を

見
る
と
山
の
日
と
は
ち
ょ
っ
と
異
な
る
▼
海
の

日
は
、
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海

洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
日
本
の
国
土
の
大
半
は
山
林
で
あ
る
。
山

の
恩
恵
に
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
と
思
う
の
だ
が

▼
山
の
日
を
検
索
。
「
山
梨
県
山
の
日
」
が
八
月

八
日
を
定
め
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
助
成
、
「
き
し

ゅ
う
山
の
日
」
が
十
一
月
七
日
、
「
こ
う
ち
山
の

日
」
が
十
一
月
十
一
日
、
ま
た
登
山
関
係
協
会

が
1
0
（
と
）
3
（
ざ
ん
）
の
語
呂
あ
わ
せ
で
十
月

三
日
な
ど
▼
い
ず
れ
も
先
祖
が
守
り
育
て
た
山

林
へ
の
畏
敬
の
念
や
自
然
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
、
そ
れ
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
必
要

性
を
定
義
▼
当
市
の
森
林
面
積
は
市
全
体
の
八

割
以
上
を
占
め
、
県
内
唯
一
の
百
名
山
荒
島
岳

を
は
じ
め
経
ケ
岳
、
銀
杏
峰
な
ど
標
高
千
ｍ
級

の
山
々
が
そ
び
え
る
▼
第
五
回
越
前
大
野
感
性

は
が
き
展
の
テ
ー
マ
が
今
回
は
「
山
」
▼
自
然

破
壊
、
環
境
保
全
が
叫
ば
れ
る
今
「
お
お
の
山

の
日
」
を
定
め
、
越
前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン
の

「
豊
か
な
森
林
資
源
の
保
全
と
林
業
活
性
化
」

を
各
分
野
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
全
国
に
情
報

発
信
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
全
員
が

お
い
し
い
空
気
や
水
、
豊
か
な
自
然
に
感
謝
と

誇
り
を
認
識
す
る
こ
と
が
第
一
歩
（
安
田
）

発
行
福
井
県
大
野
市

編
集
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
T
E
L
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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